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(31) 文部科学省発行資料  

   平成２３年０４月２０日に発行された資料です。 

   (a) シーベルトとは  
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   (b) ベクレル（Bq）とシーベルト(Sv)              
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(c)  放射線の人体への影響   
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   (d)  身の回りの放射線  
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   (e  人体と放射線の関係                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 79 

   (f)  放射線量別の人体への影響                   
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   (g)   放射線防護とその基準                     
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   (h)  全国の自然界からの放射線量                 
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   (i)  自然放射線から受ける線量                   
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   (j) 体内、食物中の自然放射性物質    
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   (k) 放射性ヨウ素と放射性セシウム    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図３６ 
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   (l) 放射線と放射能                       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 86 

   (32) 2014年４月からのセシウムの新基準値 
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6.2 地震関連 

  (1)  
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 (2)   
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(3) 
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  (4)  
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6.3  参考文献 

   本紙では以下の資料を参考として引用した。 

  (1) 原発･放射能図解データ；大月書店 

  (2) 世界一わかりやすい放射能の本当の話 完全対策編；宝島社 

  (3) 知っておきたい放射線のこと；文部科学省 

  (4) 東大和市ホームページ 

  (5) 環境放射線についてマニュアル；リオンテック株式会社      

  (6) 大地震・放射能汚染3.11以降の備える・守る；じゃこめてい出版 

  (7) 文部科学省発行資料 

  (8) 毎日新聞2012年3月15日記事 

 

７． 添付資料(付表／付図)                      １０６－１６２  

  7.1  公園空間線量測定値                     １０６－１３５ 

    (1)  付表Ａ１  ；Ｈ23年7月27日測定分                １０６，１０７ 

    (2)  付表Ａ２  ；Ｈ23年8月24日測定分                １０８，１０９ 

    (3)  付表Ａ３  ；Ｈ23年9月26日測定分        １１０，１１１   

    (4)  付表Ａ４  ；Ｈ23年10月5日測定分        １１２，１１３ 

    (5)  付表Ａ５  ；Ｈ23年10月20日測定分        １１４、１１５ 

    (6)  付表Ａ６  ；Ｈ23年11月8日測定分         １１６，１１７ 

    (7)  付表Ａ７  ；Ｈ23年11月24日測定分        １１８，１１９ 

    (8)  付表Ａ８  ；Ｈ23年12月8日測定分         １２０，１２１ 

    (9)  付表Ａ９  ；Ｈ23年12月27日測定分        １２２，１２３  

    (10)  付表Ａ１０ ；Ｈ24年１月12日測定分         １２４、１２５ 

    (11)  付表Ａ１１ ；Ｈ24年1月26日測定分         １２６，１２７ 

    (12)  付表Ａ１２ ；Ｈ24年2月9日測定分         １２８，１２９ 

    (13)  付表Ａ１３ ；Ｈ24年2月24日測定分         １３０，１３１ 

    (14)  付表Ａ１４ ；Ｈ24年3月14日測定分         １３２，１３３ 

    (15)  付表Ａ１５ ；Ｈ24年3月29日測定分         １３４、１３５ 

  7.2  側溝空間線量測定値                    １３６－１５９ 

    (1)  付表Ｂ１  ；Ｈ23年11月8／24日測定分      １３６－１３８ 

    (2)  付表Ｂ２  ；Ｈ23年12月28日測定分        １３９、１４０ 

    (3)  付表Ｂ３  ；Ｈ24年1月12日測定分        １４１、１４２ 

    (4)  付表Ｂ４  ；Ｈ24年1月26日測定分        １４３―１４５ 

    (5)  付表Ｂ５  ；Ｈ24年2月9日測定分         １４６―１４９  

    (6)  付表Ｂ６  ；Ｈ24年2月24日測定分        １５０－１５３ 

    (7)  付表Ｂ７  ；Ｈ24年3月14日測定分        １５４－１５７ 

    (8)  付表Ｂ８  ；Ｈ24年3月29日測定分        １５８－１５９ 

    (9)  付図１   ；南街・桜が丘地域空間放射線量測定結果   １６３ 

  7.3  地方での空間線量測定値 

    (1)  付表Ｃ１  ；H24年1月19日測定分        １６０－１６２ 

 

 ８． 平成２４年度の予定測定日程 

   平成２４年度の予定測定日程は次ページの表３３（９５P）の通り基本的に毎月第二水曜日

に測定を行います。（天候不順の場合適宜変更する場合がありますので御承知おき下さい） 
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９． 結び 

   今回の地域内の空間放射線量測定作業により 

●  東大和市南街・桜が丘地域はさほど心配な数字は計測されませんでしたが、マイクロ

スポットの存在は明らかになりましたので、今後も幅広く継続的な測定が必要と思われ

ます。（継続する事によりデータの積み重ねが出来ます） 

 

   ●  多くの市民が測定に参加する事により地域の放射線量の現状が把握出来たと思い 

ます。（自分達で出来る事は自分達で行動する意識向上が図れます） 

 

   ●  公民館活動の重要性の再認識 

      地域の公民館が、地域の問題点を把握し地域住民とプロジェクトを組み事業化して 

行く事は重要です。幸いに南街公民館は「街づくり懇談会」事業が数年前から展開して

おり、今回も地域の防災協議会と共同事業の形で達成出来ました。 

 尚昨年は地域の「地デジ化の問題」を３ヶ年かけて解決しました。 

      （行政側と地域住民との共同事業の実施出来る地域作りが可能となります） 

 

   ●  他地域の放射線量値の入手 

      可能なら当該地域のみでなく県外（特に中部、関西方面）の放射線量がどの様な 

     値となっているかの把握をして行きたいと思います。 

      その為に他の団体との交流及び旅行等で県外に行く場合に線量計を持参して測定 

      する等を実行したいと考えております。 

●  内部被爆について 

   今回の調査検討は外部被爆に関しての内容でしたが、食物摂取による内部被爆に 

関しての調査検討も必要と思われます。 

 外部及び内部被爆の総量で年間１mSv／年以下が望ましいとの指針がありますが、 

今回当該地域の測定の結果で年間外部被爆値が０．５６３mSv／年と算出されましたの

で、残り０．４３７mSv／ｈが内部被爆許容値となりますが、実際にこの線量で収める

事は大変困難な事とも思えます。 

来年度はこの点に関して(内部被爆)可能なら食品の簡易的な測定を検討したいと考え

ております。 

 

   今回の事業を推進するに当たり、ご協力して戴いた多くの関係者の皆様に本紙にて改めて深

く御礼を申し上げます。本事業は福島原子力発電所の今後の展開によりますが、当面数年は 

  測定を継続して行きたく考えております。（２４年度は本紙８項の日程で実施致します） 

   この為関係者の皆様には引き続きご協力をして戴ければ幸甚です。 

 

 

                                 以上 


